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はじめし

野口範子

同志社大学生命医科学部教授

同志社大学環境保全・実験実習支援センター所長

省エネルギー推進委員会委員長

本学は、 2007年に省エネルギー推進委員会のもとに、学生の環境団体である同

志社エコプロジェクト(以下、rDEPJ: DOSHISHA ECO PROJECT)を設置して

以来、大学と学生が協力して、学内外の省エネ活動やこみ・廃棄物、自然環境保

全など多様な活動に取組んでまいりました。

DEPの主な活動である省エネの分野では、 2013年度に今出川校地における大規模

な校舎増設の影響もあり、残念ながら大学の省エネ目標を達成できませんでした。

学生たちは、毎年夏と冬の省エネの啓発活動、教室内の温度測定やアンケート調

査などに精力的に取組んでいます。次期の省エネ活動では、学生たちとも協力し、

ぜひ自標を達成したいと思っています。

学生たちの活動は、省エネ以外にも留学生との交流による rエコクッキング」、地

元の子供たちとの自然体験学習、イベント参加によるエコグッズ制作、世界学生

環境サミット報告会&ワークショップ、京都市、京田辺市と連携した環境フェス

ティパルや地域の祭りへの参加、協力など多彩になっています。

これからも学生らしい自由で柔軟な発想から、学内外に限らず世界の環境問題の

解決に向けて、積極的に取組んで欲しいと大いに期待しています。

久野真由子

第8代同志社エコプロジェクト代表

伺志社大学経済学部4回生

環境問題は世界的に、かつ多岐にわたってその深刻さを深めています。"thlnk

globalactlocal"という言葉がありますが、私たちは環境問題を世界的な視野で

捉えながらも、まずは足元である自分たちの周囲からアプローチしていく必要が

あると考えます。

今年度もDEPでは、学内と学外に向けて活動を展開していきました。特に「継続」

を大切にし、昨年度からの企画や新しい企画も回数を重ね、実践を重視することで、

質を高めながら活動を行ってきました。

学内では省エネ啓発や寒暖MAP掲示を継統して行い、またEVEにおいてはりサイ

クル容器の使用店舗数を昨年から拡大させました。また、学外では地域との連携

を大切にし、京都府や京都市上京区役所、京田辺市役所と共同で、イペントや講

演会を実施するなど、市民の方々に対する啓発活動にも力を入れてきました。

何かを変えることは容易ではありません。環境問題という壮大なテーマに対して

も、一歩一歩のアプローチから始まります。そのためにも、まずは私たち自身が

成長し、少しでも影力のある学内外での環境問題の解決に向けた実践と発信を

行っていける団体を目指してまいります。

同志社エコプロジェクトΦEP)とは

同志社大学において、学生・大学が共に環

境問題を世界的視野で捉え、その問題解決

に向けた活動を実践していく。そして、そ

の成果を社会に対して還元していく。

I DEPとは

DEP組織図

凄

方針

伺志社エコプロジェクトΦEP)は「同志社大学省エネルギー推進委会」の下に環境活動を

行う大学組織として、 2007年に設立されました。

「環境保全・実験実習支援センター」によるサポートを受け、学生メンパーは運営と活動に励

んでいます。活動体系は、省エネ活動や広報活動などの全体活動と環境教育や映像制作など

の特定のアプローチに特価した個別プロジェクトの2つを主軸として、多角的な活動を展開

する形としています。

プロジエクト紹介

/

「エネルギー」「廃棄物」「自然環境」の3分

野に主軸を置き、各分野の環境問題解決に

向けて大学の特性を生かした多面的・継続

的アプローチを行っていく。

4 省エネ活動

7 全体会

2014年度活動紹介

国
個別プロジェクト報告個別プロジエウト報告

WSEN Fourk

個別プロジエクト報告
社会連携GC

11個別ブロジエクト報告夏厶宿

あすみちゃん

個別プロジェクト報告

+E

あすみちゃんは、DEPのキヤラクターです。

「あすみ」という名前には「明日美」「明日見」

乍arth美」など、DEPの活動方針を大きく、

また広義に表しています。
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運営部
本プロジェクトを未来につなげる為の運営活動及ぴ、

本プロジエクトの現在の活動が

円滑に進む為の運営活動を行う部署

活動部
本プロジエクトの理念を達する、学生ならではの

環活動を実践・提していく部署

全体
プロジエクト

個別
プロジエクト
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DEPの学生メンバーは

全体のプロジエクトの他に

いずれかの

個別プロジエクトに所属し

それぞれの個性を活かした活動を

行っています
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+Eは、環境教育と自然環境保全活動を行うプロジェクトです。+EのEには、 EnⅥronment、

Education、 Enjoymentの3つの意味が込められており、学生ならではの環境教育プログラム

を開発し、感じ、考え、動き出すきかけを子供たちに与える活動をめざします。今年度は、

学園祭で子供たちに環境問題になじんでもらえる企画を行いました。次年度は、小学校で

の環境教育活動を行う予定で準備を進めています。

GCは、 Globalcommunicationの略で、国際交流を通じて環境意識を広めるプロジェクト

チームです。国際的な視点をもち、留学生を巻き込んだ環境活動を行っています。今年度は、

地産地消「エコクッキング」を留学生といっしょに実施し、美味しい料理を堪能しながらフ

ードマイレージなど環境問題を老えました。

F Ur
Fourkは、多角的な分野から、長期的、継続的な活動を行い、地域にライフスタイルの変

革をもたらすというビジョンと学生主体で環境問題の考察と実践を行い、社会の環境意識

の向上をめざすというミッションを掲げτいます。今年度の主な活動は、京田辺市の環境

フェスティバルに参加し、地域との連携を深めました。

actlvlty

<

Schedule

Cmateは、ゴミや廃棄物を活用した工作を行い、作品にδ、れた人が自然や季節を白常で

意識することで、自然に対する潜在的な愛着を顕在化させ、「楽しいこと好さなこと」「環

境にやさしいこと」を結びつけることを目指します。今年度は、京都市で「平安楽市」参加、

学園祭でのりサイクルエ作を行いました。
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2014年度

活動紹介

Ⅷ3ENは、今年度立ち上げた新しいチームです。鞭3EN(Wα剣Stし山ltEnvimnn脚・1talNet脚'k)

は、2008年から世界の大学の学生が地球温暖化や生物多様性などさまざまな環境問題につ

いて、年一度開催される国際会議で議論するプログラムをサポートするネットワークです。

WSENネットワーク会議をはじめ、活動はすべて英語で行います。

2014年度のDEPの活動を

紹介いたします

SE

4月期

全体活動

新入生勧誘活動

4月期全体会

5月期 5月期全体会

6月期

●新入生勧誘活動準備

●1+日京田辺市立小学校環境学習浩備

●【WSEN1サスティナプルキャンパス描築
国際シンボジウム参加

個別プロジェクト活動

6月期全体会

「エコクッキング」プレ企画

●7月期全体会

◆省エネアンケート実施

●寒睡MAPの作成

■8月期全体会(夏合宿)

9月期

[create]大阪府立大学環境デー参加

.ー..

9月期全体会

●WSES2014報告会&ワークショップ

●10月期全体会

●上京区民まつり

11月期
クローパー祭

EVE

12月期

【create1平安楽市りサイクルエ作

12月期全体会

ecocon 2014

【GC]地産地消エコクッキング

[create1平安楽市りサイクルエ作

1+日京田辺市立小学校環境学習準備
新入生勧誘活動準備

1月期全体会

[Fourk]京田辺市第3回環境フェスティノUし
{create】平安楽市りサイクルエ作

[GC1地産地消エコクッキング

■2月期全体会

●NP0法人気候ネットワーク
全国シンポジウム参加

IGC]地産地消エコクッキング

●3月期全体会

●年問報告書2014作成

新入生勧誘活動準備

1+日京田辺市立小学校環境学習準備
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省エネ

ナ

効果的な省エネおよび

温室効果ガス抑制の

具体的成果を出すための

学生の視点から考えた

さらに実践的な活動

省エネ活動とは

D印では全体活動のーつとして、大学の省エネ活動に取り組んでいます。それはそもそ

もDEPが存在する理由とも繋がっています。同志社大学では、「同志社大学省エネルギー推

進委員会」が省エネ法の遵守や社会貢献のために大学の省エネルギー化やエコキャンバス

化に取り組んでいます。そこで、学生と大学の仲介役となり、実働的な活動を推進していく

ためにDEPが設立されました。そのためDEPでは、20鵬年よりエアコンの設定温度を夏は28

度、冬は20度に一律で設定することを教職員と学生に啓発する活動を行っています。具体

的には立て看板やボスターでの周知活動、また温度設定に関するアンケート調査です。また、

同調査を通じで、より28度設定の環境下でも学生が快適に講義を受講でさることを目指し

τ、昨年度から室内体感温度の指標となる寒暖MAPの作成に取り組んています。

活動紹介

教室の

温度設定に関する

アンケート

エアコンの温度設定に対する学生の反応を把握し、今後の省工

ネの方針を見直すことを目的とした活動です。京田辺と今出川の

両校地でアンケート調査を実施すると同時に、教室内の湿度と温

度を15分ごとに測定する調査を行いました。

時閻や天候、教室の大きさなどの様々な条件を変化させて学

生がどのように感じているか調査しました。

寒暖MAP
28度設定の環境下で、自身の体感温度にあった座席を、学生自

ら選択しでもらうためのMAPです。 MAP上には教室内に存在す

る暑い場所、寒い場所、風を可視化しています。暑がりの人は

エアコンの風が当たりやすい席を、寒がりの人は周囲より畷かい

席を選び、より快適な学習環境の実現を目指しました。

啓発活動

アンケート結果

Q この温度でガマンできますか?

冷暖房の一律温度設定を周知するための立τ看板と、ポスタ

ーを両校地に設しました。これは学内の方に取り組みへの理解

と協力を得る為の活動です。また、京田辺校地の知真館1号館口

ビーに設置されている液晶パネルでも屋上に設置した太陽光パネ

ルの発電など、省エネに関する情報を掲載しています。

報告の作成

講義開始前

2013年度からの

成果

アンケート調査や温度湿度調査の結果を基に報告舌を作成

し、省エネルギー推進委員会に提出します。これを基に、大学の

省エネルギー化の促進を図ります。

ガマンできない

5%

これまでは授業中の体感温度について、「適切ではない」と感U

τいた学生が多くの割合を占めていましたが、今年度はほとんど

の学生が「ガマンできる」と感じていることがわかりました。これ

は、教室の温度が一律設定で集中管理されてぃること、また、「28

度設定では暑すぎる」との多くの意見から、教室内の温度設定が

低く設定され、快適な環境がつくられていることからわかります。

これまで28度設定であるとの前提の元、活動を模索してきた省工

ネ活動ですが、次年度以降、この現状を踏まえた新たな打開策を

打っでいく必要があります。

ガマンできる

95%

ガマンできる

ガマンできない

講義終了時

講義開始時と講義終了時の休感温度を

調査したところ、ほとんどの学生が現在

の温度設定で「ガマンできる」と感じでい

ることがわかります。

講義開始時から講義終了時にかけての
,

体感温度の変化を見てみると,「ガマンで

きない」と回答した学生が減り、「ガマン

てきる」と感じる学生が増えていることが

ガマンできない

1%

わかります。これは、講義開始時には教

室移動や通学の際に体を動かしてぃたた

め、その名残があると考えられます。授

業を受ける間に体の動きが落ち着くと、
子

授業終了時には、休感遍度も同時に落ち

着くことがわかります。このデータと2011

年度のデータを比較すると、2011年度は

講義開始時には約4割の学生が温度設定を

川
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ガマンでぎる
99%

ガマンできる

ガマンできない

今年度の各教室の温度設定を確認した

ところ、多くの教室で28度以下の温度設

定の下、講義をされていることがわかりま

した。これは、28度設定では暑すぎて講義

ができないと多くの教員から要望があっ

たからでした。大学の省エネルギー化を

どのように進めていくか、課題が浮き彫り

となった今年度の調査結果となりました。

「ガマンできない」と感じてぃたことに対

し、今年は圧倒的に、現在の温度設定で

も「ガマンできる」と回答した学生が多い

ことがわかります。ではその原因はなん

なのでしょうか。
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アンケート結果

寒暖MAPは正しいと感じましたか?

未回答
42%

Uた

16%

感じなかった

5%

感じた

少し感Uた

少し感じた
21%

あまり

感じなかった
16%

寒暖MAPについてどう思われますか?

続けるべきではない
6%

寒暖MAPを参考にして席を選んだ学生を対急にした

質問です。「感じた」「少し感じた」と回答した学生が全体

の約4割を占めました。寒暖MAPがある程度教室内の寒

暖差を現しτいた一方、まだまだ精度に改善の余地があ

ることを示しています。今回のMAPでは体感温度と体感

風量を基に作成をしていましたが、その日の気温や湿度、

人口密度、エアコンの風向や風▲、教室内の場所による

温度を客観的な指標で記録しMAP1こ反映さえていく必

要があります。

あまり感Uなかった

感Uなかった

改善して

親けていくぺきである
31%

教室ことや気温ことにエアコンの温度設定をQ
調整することはできませんか?

教室によっては建物:とに温度設定を

一律で管理しているので、教室ごとに温

度設定を変更することは簡単ではありま

せん。また、温度設定をその白の気温や

湿度によって変えることは、そういった理

由や、一律設定がなされていない建物内

でも、時間ごとに調整することは難しい

です。より良い授業環境のためにも、何

かしらの対処を模索しています。

読けていくぺきである

63%

続けていくぺきである

改善して読けていくぺきである

寒暖MAPの取り組みを続けていくべさであるという意

見が大半でした。改善して続けていくべきであるとの意

見には「もっとわかりやすい場所に貼って欲しい」との

意見を多く頂きました。今後続けていく改善点、として、

より多くの教室でのデータを蓄積しMAPを作成すること

や、データとしてネット上で公開し、学生が誰でも見る

ことができるようにするなど、工夫が必要になってくる

と考えτいます。

.

銃けるぺきではない

全体会

用に一度DEPメンバー全

参加する全体会について

紹介いたします

全体会とは

全体会とは、月に一度DEPメンバー全員が参加する集
'

会のことてす。ここでは、各月ごとの全体会と全体会をは.、ー

、

さんだ期間に行われた個別ブロジェクトの活動報告をし、^^

゛裂
全体で行う活動を考えたり、メンバーひとりひとりのスキ

ルアップを目指したワークショップを行ったりします。全体会の運営は、その月ごとに異な

るDEPメンバーカ新テい、日頃行っている活動がより良くなることを第一に考えています。

RY202

京田辺

RYI04

20M年度GCで行う企画「エコクッキング」を、同
冨

志社大学の留学生ではなく、D印メンバーに向けて
冒

プレ開催しました。
^

当日は、 DEPメンバーに対して日頃身近な料理の^

場で行うことのできる環境活動として「地産地消」の

概念や「エコクッキング」の実践を紹介し、食事の中

て併発しうる環境問題に対しての解決への取り組みを呼びかけました。

グループごとに分かれたD印メンバーは材料を購入しに錦市場へ赴き、地産地消がテーマ

なので、京都で作られた京野菜を中心に京都産のものにこだわって材料を選んてもらいまし才

その後、 NP0法人四条京町家さまへおじゃまし、地産地消に

ついて詳しく説明したプレゼンテーションを参加者に対しτ行

つた後、本格的な京都の町家でのエニクッキングの実践を行い

ました。エコクッキングてはできるだけゴミの出ない調理法に

こだわり、みんなで協力して調理しました。

今回の全体会は今までの全体会とは打っτ変わって、環境

問題の啓発活動と実践をうまく組み合わせることかてきた貴島
■卑

重な全体会でした。今後もこのような、楽しく学へる全体会の 、
ず

ワークショップが実施されることをのぞみます。

RY203

が

回収数

254

TC、202

X8月朔、11月期は休会

JM301

252

20】4年度全体会一覧

校地回収数

426

DEP生活一臼目!新歓で切めてDEPの活動を土京区民祭への参加.外部での廃棄物処理問題

4月朗芭験!る師団の,々、,ιシ対シモ行うオノエン 0月朋への環境啓発活動をD印メンバー全で実践。

省エネ期問目前!メンパーのエネルギー問題今年度DεPへ加入した1回生メンバーによる環境知

5、、金1高金1豊11盲'tι、テ凹,!Ⅷ,ヲ 12、、誓易1、謬に呈耆;1'゛ι;餌思1旦盲
を開催.化懐疑論」にウいτ僅論する埠の設皿を動め上げた。

GCで今年度軟学朋以降行うrエコクッキング」来年度予算撰琳。来年虚活動内客の活動承認を

6月期主,のブレ企壱.今ま了学奥で行0て竺た今体 1月粥 0印メンパー全で行,た0
ークを行うなど新鮮な内容。

夏休みに毎年行う夏合宿にむけてのオリエンテ DEPに所属しτいた卒業生のOPの方々と垣境

7月朋丁%三益0巳玉巳11三Jξ゛1JIJf間Pメ 2月朔知嵐を深めるクィズ大会、交流会を実施・

第9代DEPリーダーを選出するりーダー選挙。 2014年度4回生のDEPメンバーによる、DEP

9月期来チ度Dξrで戸う活動をDEPメンバー全で 3月期在校生に向けτ行う全体会.

全体回収数

6月期全体会



EVE

EVE紹介

2014年Π月に

今出川キヤンパスで行われた

同志社EVEを紹介します

活動概要

11月26日~28日に今出川キャンパスで行われた同志社EVEにて、 DEPメンバーがりサイク

ル活動を行いました。ご存知のように、学園祭ては大量のゴミが出ます。そのゴミを少しで

も減らす為に、私たちは4つの活動を実践しています。

1つはゴミ箱の前に立ち来場者の分別の誘導をす

るゴミナビゲーション。これをするかしないかで、

ゴミの分別率が大幅に変わってきます。今年は昨年

よりも動員数を増やし、ごみ分別を徹底しました。

2つ目は割り箸のりサイクル。これを集め、きれ

いなものを選別することで、再生紙にりサイクルす

ることができます。

3つ目は廃油の回収とりサイクル。揚げ物をした

後の廃油はそのまま捨τると水を汚してしまうこと

に繋がり、スプーンー杯分の廃油を生活用水に捨て

ると浴槽一杯分の(300のの水が必要になります。
^

1,りサイクルされた廃油はバイオディーゼル燃料にり、

サイクルされます。最後に昨年から開始したりサイクル容器の販売と回収です。昨年から

継続して使用するフィルムが表面上に貼られているフィルムトレイと、捨てられるはずだっ

たパームヤシの搾りかすを原料にしたエコトレイを今年度から導入しました。認知度も昨

年から徐々に上がっており、継続した活動の効果を実感しています。

ゴミの総量約1800袋分

エコトレイの回収最

10月14日に今年度の世界学生

環境サミット嬰加学生と同志社

エコフロジェクトの共催で、

rwsES2014報告会&ワーク

ショップ」を開催しました。

購入店舗数;12店舗

フィルムトレイ(7300枚回収率35%)

厨入店舗数:20店舗

フィルムトレイ(4000枚回収率45%)
+パームヤシトレイ10650枚

約3Bトン

WSES【世界学生環境サミット)は2008年に同志社大学の学生と大学事務局の発案では

じまって以降、毎年世界各国で開催されていますが、成果報告会は今年初めての試みでした。

同志社大学の日本人学生だけでなく、留学生、他大学生などが参加しました。報告会、

ワークショップ、そして交流会という三部構成で進めました。

第一部報告会

第一部ではVVSES?014参加学生3名からVVSESでの出

来事や学んだことを報告しました。発展途上国から中進

国になりつつある南アワり力での環境と貧困の問題につ

いて、参加した活動の紹介をしてもらいました。

また、参加学生は、自分たちの専門分野である政治学、

開発経済学、エネルギー科学の観点を交えτ現地で学
伽均^
霊^1

んだことを発表することで、日頃の勉強を活かす機会に

もなりました。

第二部ワーク

第二部では第一部の報告をδ、まえたテーマでワーク

ショップを行いました。"where Ei11We Bein2050?"を念

頭に、「環境と教育」、「環境と観光」、「環境と起業」、「環

境とエネルギー」について、自分たちができることをチ

ームごとにディスカッションしました。大学、学部学科、

国籍の異なる人々と意見交換をする中で参加者は刺激

を受け、新しいアイディアも生まれました。

第三部交流会

第三部の交流会は、継志館地階のレストランで行われましたが、VVSESでの出来事やワー

クショップで話し足りなかったことなどさまざまな話題や意見交換で盛り上がりました。

日頃から環境問題に熱心F取組んでいる他大学の学生や留学生を交えた交流会は、国際
交流と多文化間交流の貴重な場となりました。

来年度以降もνVSE$での成果報告会とワークショップを行うことを誓って盛会のうちに閉

会となりました。来年のオーストラリアのマードック大学で開催されるVVSESでの同志社大

学生の活躍が期待されます。

成果

VVSEN

割り箸の回収

40.ookg

2014年

廃油の回収口

18.79kg

DIS倣雌"on
(251田h)

総括

今年度は昨年までの活動を継続し、さらに拡大さ 匂 ,

せた年となりました。ゴミナビゲーションてのゴミ ,

の分別をゴミ箱への配置人数を増やすことて徹底' ゛
゛

し、割り箸やエコトレイの回収率を向上させました。また、エコトレイは新たな種類のトレ

イを採用し、導入店舗数を拡大させました。同志社EVEでの活動は、地道で泥臭いもので

すが、華やかな学園祭の裏で行うその一歩一歩が、ゴミの減量化とエコ大学への一歩と繋

がっでいくと老えています。3白間で出る大のゴミの山を少しでも減らし、日常的なゴミ

減▲の啓発に繋がるよう、次年度も活勳を展開していきたいと思います。

23.ookg

個別プロジエクト

WSEN

'
.
' .

和



個別プロジェクト

GC
Global communication

GCとは

世界中の環境問題に取り組む

大学と情報交換を行い

DEPの活動を

世界比発信すると共に

活動の場を世界に広げるための

プロジエクトです

地産地消・エコクッキング

2014年度は10月11月12月にかけ

て3回の地産地消エコクッキング企画

を行いました。

n也産地消」とは、ある地域で生産さ

れたものはその地域で消費することを

表し、「エコクッキング」とは、環境に

配慮しながら、「買い物」「調理」「片づ

け」をすることを表します。

まず、当日の流れとしては、実際に参加者と一緒に買い物に行き、生産地を見てもらい京

都で近いところで生産された材料を購入し、地産地消についτ考えてもらいました。

次に、エコクッキングと地産地消についてプレゼンテーションを通Uて「エコクッキング」

「地産地消」を行うことのメリットなどを参加者に知ってもらいました。

また、プレゼンテーションの後、エコクッキングレシビを使って、エコポイントを考えな

がら参加者と一緒に調理をし、自分たちが作った料理を残さず食ぺ、取後片付けを行いま

した。

その後、実際に地産地消が世界各国でとのように行われているのか、世界各国の地産地

消についてプレゼンテーションをし、日本だけではなく、他の国の取り組みを見ることで視

野を広げることが出来ました。

後に、クイズと意見交換でインプットする時間を設け、当日学んだことや感Uたことを

みんなで共有をし、さらに参加者が自発的に参加することができました。

この企画を通して普段分かっていても実践できなかったことについて新たに考えでもら

うことができ、また留学生にとっては問きなれていなかった「地産地消」につぃて知っても

らうことができた企画だったと思います。ただ、概念について知ってもらうだけでなく、実

際にみんなで行ってみることで実感でさた企画で、これから省エネ活動に活用することも

できるのではないかと思いました。

クローバー祭きっずぱれっとへの参加

Create

2015年度のGC方針

2015年度のGCの方針として、昨年度に引き続き「環境知識意識を持つ人がスタンダー

ドとなり、地球人口=環境人口である地球を目指す。」というVisionと、「国際的な視点を持

つて活動を行い、学生を中心とした様々な人の環境意識知識が向上する場を創出する。」

というMissionを基盤において活動していきたいと思います。

目標は、「GCメンバーの増員」、「参加者が10人以上いること」、「省エネ活動に関する知識

が定着しでいること」、「Facebookにて参加者の50%以上の実践の確認ができること」です。

企画に取り入れたい橋想自的は、「参加

者同士がそれぞれの出身国での食材の販売

方法や、地産池消に関する知識を共有できる

こと」、留学生には「2度目、3度目と来ていた 、,^

だいてGCとのつながりを深めてもらい、参

加者を増やすのにつなげること」です。可能

ならは'「なるぺく日本でしか味わえないもの

にしたい」と考えています。

個別プロジエクト

Create

^

Createは2014年度を

「境検証の年」と位付け

同志社大学における環境活動の

現状調査を行いました

今年は廃棄物をテーマに、りサイクルエ作というーつの企画を継続して行ってきました。

「継続した企画を行うことは参加者の意識を変えることに繋がる」ということを実感したー

年でした。多くの人が楽しみながら日常生活の中でこみを減らせるような提案をこれから

も続けていきたいです。

平安楽市

平安楽市とは、毎月第2土昭白に平安

R[ε! 神宮付近にある岡崎公園で開催されて

いる手作り市のことです。私たちはここ

で、 9月から11月にかけてワークショッ

プをさせていただきました。
^

内容は以下の通りです。まず、りサイ

クルの重要性と、1ノサイクル前の製品

より良いものを作る「アップサイクル」

という概念を簡単に紹介しました。その

後お客様に実際にスノードームやくる

みボタンなどのりサイクルエ作をしてもらいました。

毎月50人以上のお客様がお見えになりましたが、どなたもゴミ問題の話を熱心に聴いて

下さいました。来場者の多くが小学校低学年のお子さんだったため、ゴミ問題を分かりや

すく伝えるのに試行錯誤を繰り返しました。最終的には常連の子どもたちが日本のりサイ

クル率を覚えてくれたり、家でもりサイクルエ作をやっているという話を教えてくれたりと、

自分たちの活動が実を結んだことを実感しました。

この企画で、継続することが効果的な啓発につながるということを学びました。たた、

SNSを使って家庭で作ったりサイクル作品の募集をするなど、企画後も楽しめるコンテン

ツを用意できれば、もっと参加者に継続したりサイクルを促せたかもしれません。今後も改

善を加えて環境啓発のワークショップを行っていきたいです。

^

2014年11月1日(士)、 2日(日)1こ同志社大学京田辺キャンバスで行われた学倒祭、クロー

バー祭に出展いたしました。当日は天候にあまり恵まれなかったのですが、両日ともに50人

以上のお客さんに来τいただけました。

内容は平安楽市と同じりサイクルエ作のワークショップです。りサ

イクルに関するプレゼンをした後、スノードームなどのりサイクルエ

作を実際に行っていたださました。幼稚園や小学校低学年のお子さ

んにはプレゼンの内容が少し難しいのではないかという平安楽市で

の反省を踏まえ、小きいお子きん向けの紙芝居を用意するなど、楽

しみながら話を聞いてもらえるように工夫しました。

工作は、平安楽市と同じくクローバー祭でもスノードームが大人

気で、途中で品切れになってしまうほどでした。また、お母さん方に

はくるみボタンが簡単に作れるということで人気がありました。

今回はお子さん向けの企画でしたが、これからは大人でも楽しめ

るようなりサイクルニ[作を提案していきたいと思います。

.
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個別プロジエクト

+E

+Eとは

rEnvironrnentj

rEducatlonj

rEnjoyment」を+(プラス)し

身近にしτいこうという思いを

込めています

クローパー祭きっずばれっとへの参加

2013年Ⅱ月1日(士)、2日(土)に同志社大学京田辺キャンパスの学園祭クローバー祭が開

催されました。+Eは、同志社大学京田辺牛ヤンパスの知真館1号館の1部屋をCreateとシェ

ア分割して出店しました。主に小学生を対象とし、子供たちの食ぺ残しをなくすことを目的

にこの企画は行われました。企画内容は、参加者に対して食べ残しに関する情報の載った

紙芝居を行い、ゴミ問題について身近に感してもらいました。

紙芝居のあと、食べ物に関する力ードゲームに取り組んでもらい、その力ードゲームを通

しτ、食べ残しによって失われてしまう栄養素について学びんでもらい、食ぺ残しは廃棄物

問題と、自身の身体の両方に影が及ほすことを知ってもらいました。最後に、今後自ら行

動に起こせるように、『食べ物博士メダル』の褒に食ぺ残しに付随するゴミ問題に対して、自

分ができることを宣言として書いてもらいました。

この経験を通じτ、子供たちの意識の変化を見ることができ、環境教育に対するやりが

いを感Uました。また、アンケートの自由記入項目で、参加者の親御さんからのご意見も多

くいただき、参加者だけでなく、付さ添いの親御さんへの啓発にもつながったことがうかが

えました。

この一年間は来年度の小学校での環境授業に向けた凖備を進めてきました。メンバーも

新たに加わり、新たな十Eとして始動を始めた1年でした。クローバー祭により得た経験や、

京都市立深草小学校及び京都府立西京高校での環境授業見学、京エコロジーセンターでの

ヒアリング等の外部の方からいただいた多くのアドバイスを来年度へと黙げτいきたいと

思います。6年ぷりの小学校環境授業実施へ向けて良いスタートがきれました。

'

Fourlく

、'

来年度活動方針

次年度は京田辺市内2校の小学校で環境授業の実施が決まっマいます。20的年度に伺志

社小学校で環境授業を実践しτ以来、6年ぶりの実施なので,それに向けたチームの再編を

目指します。現在の小学生が環境学習で学んできた内容を把握した上で、小学校の要望、

条件をδぽえ企画を立案し、その後、先生方や市の関係団体と連携し企画をまとめてぃき

ます。授業を通しτ小学生が自然環境に愛着を持ち、日常生活と環境の関係性を認識でき

る内容にします。既存の教科書を用いた学習ではなく、実際の体験を通しでより直感的視

覚的に学ぶことができる新たな環境教材及び環境教育プログラムの完成を目指します。

メンバー個人としては教える立場として環境問題に関する更なる知識の増加、児童をま

とめる統率力、外部との交渉を通じて渉外能力の向上を目指します。

個別プロジェクト

Fourk

Fourk し3、おー<)は

京都市内でテーマことに分かれτ

環境活動を考察し

実践するプロジェクトです

"月16日(日)しこ私たち、FourKは、京田辺市立公民館で開催された第3回環境フェスタ

に参加しました。

私たちは2つの内容においτワークシ

ヨップを通して啓発活動を行いました。

ーつはミツバチの失除減少問題から

身近な解決方法として有機野菜を食へる

メリット、もうーつは産業部門に次いて

多い家庭部門の二酸化炭崇排出量を滅ら

すために家庭で行える省エネ方法てす。

ミツバチによる食の安全のワークショップでは、ミツバチの失跡減

少は、私たちの食卓に上るような野菜果物の減産を引き起こすことを、

絵を使いながらわかりやすく伝えました。

これを防ぐためにミツバチの主死因となっでいる膿薬を使わない有

ヅ"〆 機野菜を食べるという方法を提案しました。今回は、単に知識を入れτ

もらうだけでなく楽しんでもらうため、ミツバチの副産物である蜜蝋を

・,使ってキャンドル作りを体験してもらいました。

省エネのワークショップでは、暖房の効率的使用法とその意味を省エネのお話として闇

いていただきました。省エネと言ってもできることはたくさんあるのですが、今回のイペン

トの後、会場に来て下さったお客様が家に帰って意識してすぐにできる環境対策の提案を

したかった。

また今回の開催時期が冬ということもあり、暖房の効率的使用法とその意味という内容

に至りました。今回のフェスタでは、お子様連れが多いこともあり、私たちがDEPの活動て

普段なんとも思っτいない当たり前だと思、つている言葉や意識しでいる問題をいかに興味

を持ってコンハクトに分かりやすく伝えるかという点で苦労しました。

でもその分、第三者目線で環境問題を伝えることでより自分たちの環境への理解がさら

に高まり、実際に当日のお客様からの「分かった!」、「家に帰ってやってみます」といった反

応て活動の意味ややりかいを感じる良いイベントとなりました。
,

また、大学外の環境での活動によりDEPのことを知っでもらえる良い機会になったと思っ

ています。

環境フェスタの成果として挙げられるものは、啓発活動を .^

唯ず .

行えた点および京田辺ハートナーシップとの交流かてさ、実際

にどのような思いをもっマ活動されているのかをお聞きてきた
劇

点です。 向

園アンケートの結果としてはDEPの認知度はまだまだ低かった

ですが、環境知識の獲得や環境意識の変化の項目について、
上

^

向上したという結果が得られ、大変喜ばしい結果となりました。 ^

総括としで、私たちは一年を通してなかなか企画を実1丁に

移すことがでさず企画がーつしかでさなかったということを反

省しなけれぱいけません。しかしながら、ーつの企画をしっか

口りやり遂げることができたことに関して、私たちはーつの進歩

てあると思っています。同志社エコプロジェクトという名を知 i

つてもらい、企画を1丁つていくためには地域交流というものも

大事にしていかなければと思いました。
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external
event

メンパーが参加した

地域との交流、迎携の取組みを

紹介いたします

京都府「京都環境フェスティバル」での講演

松月14日京都府が主催する「京都環境フェステ局

忘 フスコ' 、

イノUレ」で京都府からの要請により、同志社エコプ

ロジェクトΦEP)代表の久野真由子(経済学部4回
1●

生)が講演をさせて頂きました。

テーマは「廃棄物」ということから、 DEPで行っ

ている同志社EVEでのりサイクル活動、子供達へのアップサイクルエ作教室、クローバー

祭で食ぺ残し防止を啓発した紙芝居や力ードゲームの活動をご紹介しました。

なぜその活動を行っているのか、私たちが抱える問題意識と、それに対する活動の紹介、

そしでその成果をプレゼン形式でお伝えしました。

当日は20代~70代と幅広い年代の方が来て下さり、事後アンケートでは、9割以上の方が

「非常に良かった」「良かった」と回答下さり、「ゴミ問題について関心が深まったか」との質

問には約7割の方が「非常に深まった」、3割の方力汗少し深まった」と回答いただきました。

講演を聞いていただいた感想、として、多くのみなさまから「エネルギーをもらった」「自分

も頑張りたいと思った」など、嬉しいコメントを頂き、活動を発信していくことの大切さを

実感した機会となりました。

今後ともD印ではこのような機会があれば楯極的に参加し、情報を発信しでぃくことを

目指しτいきます。

、

、

エココン2014参加報

同志社エコプロジェクトサブリーダー椿理絵

(同志社大学理工学部3回生)

毎年、全国の環境団体、サークルが集

まり自分の団体で行っている活動につい

τ競い合うニンテストであるecocon?014

に参加してきました。

会場は、例年どおり、東京都に所在す

る国立オリンピック記念青少年総合セン

ターでしたが、同志社エコプロジェクトは

コンテスト参加ではなく、来年度の出場、

上位進出を目指すための視察という形で

お邪魔させていただきました。

今年は北海道から沖縄まで合計32グル

ープが参加していましたが、ゴミ拾い、こ

どもへの環境教育、廃棄自転車のりユー

スなど行っτいる活動はさまざまでした。

どの団体も大きな目的を果たすぺく、さ

まさまな発表の工夫を行コていることが

ひしひしと伝わっできました。
,

コンテストのほかにも参加団体、一般

参加の全員が参加する交流会や日々行っ

ている環境活動を考える分科会などが行

われ、環境団体間のつながりや活動を行

うための知識を深めることもできたイペ

ントでした。

他大学の環境団体メンバーと話をする

ことで、自分自身の活動やこれからの活

動について考え直すことができたことも

とでも有意義な時間となりました。

ecocon2014に参加による刺激をうけて、

同志社エコプロジェクトへの知識、体験

の共有を行い、同志社大学の環境活動の

活性化に向けて、日々の活動を展開して

いきたいと思います。

の方がおっしゃっていた、「隣のおばちゃ

んにわかるように話せ」という言葉でし

た。私たちは環境団体として

活動をしていますが、自分た

ちの考え方がマジョリティー

なのではなくマイノリテーー

なのだということを肝に銘じ

て、環境問題は小難しい話し

当日は、会場中央に設紐された環境ブ

ースエリアのゴミ箱の前に立ち、りユー

ス食器やりサイクルできるゴミを分別す

るゴミナビゲーションを担当し

ました。例年、区民祭りでは多く

の出店が出されており、そこで

使われるりユース食器は、ゴミ

箱の前で分別誘導をしなければ、

間違えて捨てられてしまいます。

リユース食器の紛失数は、毎年

微増傾向でありましたが、今回

DEPメンバーがご協力させて頂

くことで、昨年147個であった紛

上京区民祭との連携事業

今年、初めての取組みとして、10月26日

旧)1こ開催された「上京区民祭」1こ参加し

ました。一日で約6000人以上の入場者が

ある祭りです。

やなく、生活に密接した問題であること

を伝えていきたいと思います。

クライメート・アクシゞ山十"、
1'Nのチカラで気候変動を止める゛

気候ネットワーク全国シンポジウム参加

市民が進める温暖化防止~クライメート・アクション・ナウ~

最新の気候変動の情報について解説いた

だきました。1PCCでは、気候システムに

対する人問の影は「明瞭」である、と人

間の活動により気候変動が起きているこ

とが疑いないといわれています。その中

でも日本にとって非常に関連の高い問題

として、雨の降り方の変化が挙げられま

す。温暖化は地球全体に平等に降水を

増やすわけではありません。報告書によ

る雨を必要としているところはますます

乾燥し、もう十分だというところで降水

量は増加します。日本では、昨年8月、広

島で短時問に大の雨が降ったことで先

進国にもかかわらず74名もの死者が出る

ような災害が起こっています。温暖化は

このような災害を起こす、大きな要因と

なります。このまま何もしないと2度上昇

するといわれ、現状維持するだけでは2度

上昇する時期を遅らせることができませ

ん。2度上昇を抑えるには今、やれること

は今すぐやるぺきであると、報告書の結

果は私たちに訴えています。

.

2月14日、15日、同志社大学新町キャン

パスにおいて開催された「市民が進める

温暖化防止~クライメートアクション

ナウ~」1こ参加してきました。2013年から

順次公表されてきたIPCC第5次評価報告

雪の結果を踏まえ、温暖化は待ったなし

の状況です。そのようななか、私たち、市

民がどうすれぱよいのか、気候の科学や

政策、市民活動の最前線でご活躍されτ

いる専門家の方からお話をお聞きしてき

ました。

二日間の日程のうち、一日目では基調

講演とディスカッションを行いました。基

調講演では「気候変動と異常気象」1こつい

て、1PCCの第5次評価報告書の第一部会

こおいで作成に参画された東京大学大気

旬洋研究所副所長:大木昌秀さんから、

..

失数が、今年度は舶個となり、大幅に減

らすことができました。

また、同志社エコプロジェクトΦEP)

の企画としては、ゴミになるものをまた

使えるものに変える「アップサイクル」の

啓発を目的としたアップサイクルエ作教

室を開催し、多くの参加者にきていただ

きました。

アップサイクルエ作ブースでは、空き

瓶を使ったスノードーム、牛孚レ÷ソクで

つくる竹とんほ、布の端切れを使ったく

るみボタンをつくりました。とても子供達

に好評で、常にテントは人でいっぱいの

状態でした。工作の前には紙芝居でゴミ

がどれだけ廃棄されているのか伝え、ゴ

ミの現状を子供達や親御さんに知っτも

らうことができました。

自分たちの日頃の活動を地域社会の祭

りに活かすことができ、また大勢の市民

のみなさんとの交流もできたことは学生

にとっても有意義な一日となりました。今

後ともD印の社会連携事業として継続し

ていきたいと思います。

後半、二回に分けてディスカッシヨン

を行いました。前半は今年のパリ合意に

向けて世界の動向を、後半は地球温暖化

防止に向けて実際に行動されている企業

家 NP0の方の活動をお聞きしました。

どのお話も素晴らしかったのですが、

番、印象に残っているのが谷口真由美さ

ん(大阪国際大学/全日本おはちゃん党)

、.'
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Camp

夏合宿

環境知識の向上

短期間でのスケジユーリング

マネジメント能力の向上

そしてDEPメンパー間の交流

今年度のDEPの望合宿は「企画推進力」の強化を図ることを目的とし、地球温暖化を2014

夏合宿のテーマとすることで20仏年度の半期の成果を確認できる場となりました。

「企画推進力」は今年度春学期の反省点として企画を遂行まで導くスキルを向上させるぺ

き、という意見から強化を図るべき点となりました。そこから運営は「企画推進力」とは何

かを議論し、それをDEPの活動目的、企画のゴールを明確化させること、また企画を作るに

あたり必要な「POVVER」と位置づけ夏合宿を行いました。

一日目は主に春学期の振り返りと環境知識の向上を行いました。まずDEPのOP鈴木一登

さんと2014年度リーダーである久野真由子さんのインタビュー形式でDEPの歴史について

学ぶことができました。OPと現役である久野さんのお話を聞くことでD印の活動目的を再

確認することができ米した。またNP0法人気候ネットウーク,

から伊与田昌慶さんを講師にお招さし、環境知識、モチペー

ションの向上を図ることができた時間となりました。

二日自は約一か月の期間で作り上げてもらった「地球温暖'.

化」の啓発を行う動画発表会を行いました。動画を作る際に 1

は夏合宿のテーマであった「企画推進力」を養ってもらうため、

スケジュールとチーム橋成について重点を置いてもらいなが

ら動画を作成しました。

感悟的要素で訴えかける、論理的要素て訴えかける、とい

つた手法で分けて動画を作成し、できあがった動画はどれも

環境啓発において必要な「自分たちに関孫のあること」をしっ
1.

かりと訴えることができている動画となりました。 ゛フ

20叫年度の要合宿では、1泊2日という短い時間の中て多くの企画にDEPメンバーか取り

組みました。最後の企画であった夏合宿全休フィードバックのワークショップて・は、夏合宿

運営側か夏合宿参加者に對して求める企画を最後までやり遂げる力、「企画推進力」を運営

側が想像した以上に理解してもらえたことを実

感することができ、夏合宿にかかわっでぃただ
、

いたすぺての関係者の方々への感謝の気持ちが

より一屑深まりました。
Y

また、参加者側かすへての企画に全力で取り組

む様子を見守る中で、夏合宿運営のやりがいを

感じました。

大阪府立大学で行われたr府

大環デー」に椿理絵(理工学

部3回生)が、ゲストとして出演

してきました。
府大環境デーに

r府大デー」とは6月5日の
行ってきました

r世界デー.にあわせて、大

阪府立大掌学生境団体が中心

となってr世界デー」の主旨

と認知度の向上を図るとともに、団体の交流を深めるこ

とを目的として開催したイベントです。開催二回目にあたる今

年は行政機関及び、関係企業・団体からの参加もありました。

大阪府立大学で活動するサークル中心のプレゼンテーショ

ンに交じって、DEPの活動を関西の大学生に知ってもらうた

めに全体活動である省エネ活動や合宿、EVEでの取り組み

他大学との交流

政策学部1回生

砥共良樹

理工学部環境システム学科3回生

北城佑記

セルフマ永ジメ>トを

冠.5な11

理工学部電子システム学科 1回生

小問浩嗣

政策学部2回生

斎藤沙樹

当日のタイムライン

一日目 8月29日{金}

10:30 夏合宿開会

1]:00 OP企画 ropxop!」

12:00 昼食

13:00 個別プロジエクト活動中問報告会

rFOR FALLI

15:30 NP0法人気候ネットワーク

伊与田畠慶捌よる講寅会&ワークショップ

18:00 夕食

20:00 入浴

23:00 就

幌状絶n

経済学部3回生

岩見颯哉

今会も私bしくがんはろ

'゛

Contact . '.
、ノ詳しい情報、お問い合わせは下記の連絡先

にお気軽にご連絡ください!

呉事務局、直接の窓口いずれにお問い合わせい

ただいても柵いません。

同志社エコプロジェクト事務局
京田辺校地医心館IF 環境保全・実験実習支援センター

TEL :077465-フフフ? Mail:jt・hozen@m訓.doshisha.ac.jp
同志社エコプロジェクト問合せ窓口 Mail:depasum@gamilcom

文化情報学部3回生

雄赫仁

、

0,0
..

^

DEPメンバーからのひと言

などといった取組み内容を紹介し、また個別PJの紹介と活勵

の宣伝を行いました。

モの堀では、私の所プロジェクトrcreate」の活動紹介、

宣伝を行い、rゴミ問題.を身近に考えてもらう啓発活動をす

るためアップサイクルという手段を選択したことを紹介しま

した。大きな会でのプレゼンということもあり、非常に緊張

しましたが、私自身やりがいを強く感じました。

大阪府立大学の学生さんは活動に熱心に取

り組んでいる方が多く、交流するなかで多くの刺

激を受ける二とができました。

他大学との交流は非常に重要なことであり、

今後も極的にこのよう

な交流を図っていきたい

と感じました。

二日目

フ:00

人の'をよく馳く

法学部政治学科3回生

富士田有希子

8月30日(土)

起床

朝食

夏合宿事前学習成果発表

rGlobel vverning!.

昼食

夏合宿全体フィードパック

交流会

夏合宿閉会

フ:30

9:30

12:00

子供ヒ共1 」 J゛rふ

】 3:00

生命医科学部医工学科4回生

中村拓人

14:30

広報部の活動塾蛤き

来自農固励る1

15:30

就:工を,,,く終わbして

0印の'再動1、専金したいでd!

文化情報学部3回生

若林美里

グローノリレコミュニケーション学部3回生

享賢智

全力疾走

吉い訳はや紡て動さ出d!

経済学部2回生

山本宗平

理工学部環境システム学科3回生

椿理絵

経済学部3回生

中川紗希

粉"酔身

新規加入メンパー大募集

INSAHnY

法学部法律学科1回生

安藤洋晴

1臭埠のこビについて

いろ11ろヒ認述を深励

貞献できるようになりむ三U!

法学部2回生

池垣裕加

とれかーつにても当てはまる方、
ぜひお問い合わせください!

.

詮中で投げ:H゛な1"

●環境問題にたいしてなにか行動を起こしたい!

●ボランティア活動へ参加したい!

●会議スキルチーム運宮スキル・プレゼン能力を向上させたい!

●チームの輪の中で協力してなにかを成し遂げたい!

●活動を効果的に外部に伝えるメディア関係の活動に興昧がある、やってみたい

撤力ながb、

力1'な玖るよう頃張り蒜a!

法学部1回生
田川友理慰
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